
2002年出上の木簡
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石
押

畝
田

・
寺

中
遺
跡

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
畝
田
西
三
丁
目
ほ
か

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
帥
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
浜
崎
悟
司

。
岡
本
恭

一
・
立
原
秀
明

・
荒
木
麻
理
子

・

金
山
哲
哉

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衛
関
連
遺
跡
か
）

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
、
奈
良
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
遺
跡
の
中
心
は
奈
良
時
代
で
、

建
物
数
棟
を
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、
旧
河
道

・
溝
か
ら
木
簡
人
点

（本
誌
第
二

一
下

三
四
号
）
や
二
〇
〇
点
以
上
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
付
近
に
は

港
湾
関
連
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
戸
水
Ｃ
遺
跡
や
金
石
本
町
遺
跡
が
あ
り
、
両

遺
跡
と
も
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
官
衛
関
連
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

之つ
。今

回
の
調
査
で
は
、
新
た
に
縄
文
時
代
後
晩
期
の
遺
構
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

調
査
地
の
北
西
部
で
奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
型
掘
立
柱
建
物

一
棟

と
倉
庫
人
棟
を
検
出
し
、
遺
構
の
面
か
ら
も
官
衡
関
連
遺
跡
の
可
能
性
が
さ
ら

に
高
ま
っ
た
。

古
代
の
遺
物
は
、
遺
跡
を
南
北
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
河
跡
と
、
そ
の
西
側
を

北
流
す
る
溝
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
点
の
木
簡
は
、
い
ず
れ

も
後
者
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
、　
一
九
九
九
年
度
調
査
で
出
挙
関
連

木
簡
が
出
土
し
た

（本
誌
第
二
二
号
）
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三

一
の
延
長
部
分
に
あ
た
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①　
。「符
　
田行
笠
□等
醸
随配嚇酬
□

〔
部
力
〕
〔
船
力
〕

。
「
口
相
官
田
行
率
召
酷
鰊
船
涸
醐
　
『
付
□
』
　
　
（］『∞）×
卜］×
∞
ｏドｏ

畝
田

・
寺
中
遺
跡
は
、
犀

川

。
大
野
川
河
口
部
の
扇
状
地

上
に
立
地
す
る
、
縄
文
時
代
か

ら
中
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ

る
。
畝
田
遺
跡

・
畝
田
大
徳
川

遺
跡
の
二
遺
跡
と
隣
接
し
、
調

乃

査
で
は
三
遺
跡
を
便
宜
上

一
体

金

と
し
て
扱

っ
て
い
る
。
本
年
度

く
　
の
調
査
は
四
年
目
に
あ
た
る
。



②
　
・
□
□
山
村
里
」

。
□
口
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

趣
渓
中
ｏ留

ω
は
、
下
半
部
を
欠
損
し
た
郡
符
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
差
出
人
は

加
賀
郡
司
、
宛
所
は
田
行
笠
某
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
中
央
部
に
刃
物
痕
跡
が

確
認
で
き
る
ほ
か
、
欠
損
部
に
は
裏
側
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
折
り
と
っ
た
キ
リ

オ
リ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
郡
符
木
簡
の
多
く
が
二
尺
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
本
木
簡
は
ほ
ぼ
中
央
で
折
ら
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

表
に
み
え
る

「田
行
」
は
、
本
木
簡
が
初
出
の
職
名
で
あ
る
。
裏
面
の

「田

領
」
と
同
様
、
田
畑
の
管
理
に
従
事
し
た
い
わ
ゆ
る
郡
雑
任
と
考
え
ら
れ
る
。

裏
面
の

「
口
相
官
」
は
神
社
名
を
表
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
遺
跡
周

辺
に
は
比
定
す
べ
き
神
社
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
加
賀
郡
司
か
ら

「田
行
笠
□
等
」
宛
に
、
「横

江
臣
床
嶋
」
な
ら
び
に

「西
岡

（部
と
、
あ
る
い
は
そ
の
他
数
名
の
召
喚
を
命

じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
裏
に
登
場
す
る
二
人
の

「横
江
臣
」
に
つ
い
て
は
、
『日
本
霊
異
記
』
に

み
え
る
越
前
国
加
賀
郡
大
野
郷
畝
田
村
に
住
む
横
江
臣
成
人
と
そ
の
母
成
刀
自

女
の
説
話
が
注
目
さ
れ
る
。
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
る

こ
の
説
話
と
、
木
簡
の
年
代
で
あ
る
人
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
は
極
め
て
近
い
時

期
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
説
話
中
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
横
江
臣
の
存
在



2002年出土の木簡

を
裏
付
け
る
初
の
出
土
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

②
は
付
札
木
簡
で
あ
る
。
上
部
の
半
分
以
上
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
キ
リ
オ

リ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
廃
棄
後
の
破
損
と
考
え
ら
れ
る
。
「□

□
山
村
里
」
は
人
名
ま
た
は
地
名
と
推
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑭
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
三

・
四
号

０
一〇
〇
〇
年
）

（金
山
哲
哉
）

な
か

や

石
川
。中
屋
サ
ワ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
中
屋
町

・
福
増
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
―
二

〇
〇
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
宗
治

・
前
田
雪
恵

。
向
井
裕
知

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
荘
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
屋
サ
ワ
遺
跡
は
、
手
取
川
扇
状
地
の
扇
端
部
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
後

・

晩
期
か
ら
近
世
に
至
る
複
合
遺

跡
で
あ
る
。
近
く
を
流
れ
る
安

原
川

。
中
屋
川
に
よ
っ
て
、
加

賀
郡
津
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大

野
湊
と
結
ば
れ
て
お
り
、
ま
た

遺
跡
か
ら
約
二
血
南
東
に
位
置

用

す
る
野
々
市
町
三
日
市
遺
跡
で

金

は
、
北
陸
道
と
み
ら
れ
る
道
路

く

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
中




